
(様式３) 

公共事業再評価調書 

番  号 道路-３ 事業担当局課     道路局 建設課 

事 業 名 都市計画道路横浜藤沢線整備事業（上永谷地区 外１） 採択年度 Ｈ１ 

施工場所 港南区丸山台四丁目～戸塚区舞岡町 経過年数 25 年 

目的及び 

事業概要 

目的 

横浜藤沢線は、本市の幹線道路網の骨格を形成するものとして位置付けられ、環状２号線から鎌倉市

境を連絡する約 7.3km の重要な路線です。舞岡上郷線、桂町戸塚遠藤線、環状３号線、環状４号線と連

絡し、南部地域の交通の円滑化を図られます。本地区を整備することにより、環状２号線と桂町戸塚遠藤

線が接続し、道路ネットワークが形成されるため、周辺地域の渋滞を解消し、交通利便性の向上を図りま

す。 

なお、本事業は再評価を平成 10、15、17、20 年度に実施しています。 

事業概要 

 計画延長 1,910ｍ（上永谷地区：920ｍ、上永谷舞岡地区：990ｍ） 

 幅員 32～48ｍ、［標準幅員 32ｍ］（往復４車線）、用地面積 99,515 ㎡ 

 当 初(事業採択時) 変 更(平成 25 年度) 

事業期間 平成１年度～平成 24 年度 平成１年度～平成 30 年度 

事 

業 

費

合  計 17,350 百万円 20,102 百万円 

国  費 8,675 百万円 10,051 百万円 

市  費 8,675 百万円 10,051 百万円 

変更内容 
 地盤が当初の想定より軟弱であっため、地盤改良や杭併用の構造物を採用する必要が生

じ、事業費が増加しました。 

上位計画 

等の位置 

付  け 

本市の「中期４か年計画」において、「基本政策 施策 27 交通ネットワークの充実による都

市基盤の強化」として、都市計画道路の整備が位置付けられています。 

また、本市の減災対策として今年度策定された「横浜市地震防災戦略」においても、「緊急

輸送路等の整備」として、幹線道路の整備が位置付けられています。 

関連事業 
 当該地域では、横浜藤沢線に並行して上永谷線（自転車歩行者専用道路）も事業を進

めており、道路ネットワークのほか歩行者ネットワークも形成されます 

事 業 の 

必 要 性 

事業を巡る

社会経済情

勢等の変化 

隣接する桂町戸塚遠藤線が供用開始し、環状 2 号線や舞岡上郷線などの幹線道路と連絡し、本市南

部地域の交通の円滑化を図る上でも、本路線の重要性が高まっている。接続する上永谷戸塚線が、平

成 24 年度に「都市計画道路網の見直しの素案」に基づき、一部区間を廃止しました。 

事業の 

投資効果 

 事業全体 残 事 業 

割 引 率 ４％(２％) 

総便益(Ｂ) 854 億円（1,342 億円） － 

総費用(Ｃ) 244 億円（183 億円） － 

費用便益比(Ｂ/Ｃ) 3.5（7.3） － 

 
感度分析 

〔交通量－10％〕 
1.9（4.0） － 

〔その他特記事項〕 

Ｂ/Ｃの算定

にない事業

効果 

横浜藤沢線に並行して上永谷線（特殊街路）が計画されているため、歩行者の安全確保

等が図られます。また、圏央道へ接続されることで、本市南部地域はもとより広域的にも交通

機能が強化され、物流の円滑化が図られるとともに、災害時の緊急輸送路としての整備効果

が期待できます。 

残事業の 

内  容 
－ 
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事 業 の  

進ちょく  

状  況 

事業進ちょく率％ 

平成 24 年度までに 99％の用地を取得しており、現在、残す用地取得を行

っています。 

 工事についても、引き続き、土工事・擁壁工事を行い、平成 30 年度の完成

を目指します。 

67％ 

用地取得率％ 

99％ 

供用等の状況 

－ 

事業の課題  

及び進ちょく 

見 込 み 

本路線と交差する生活道路の橋梁化工事が今年度完成する見込みであることから、今後は順次工事を実

施し、平成 30 年度に供用開始する予定です。 

代替案立案等

の可能性 
－ 

そ の 他   

コスト縮減   

項目等 

施工時においては、建設発生土の工事間流用を行い、運搬費及び残土処理費のコスト縮減を行うととも

に、舗装、構造物についても、設計段階から可能な限りコスト縮減に努めます。さらに、隣接する上永谷線と

工事進捗を合わせることにより、仮設材の減量化など間接費を含め、コスト縮減を図ります。 

過去の委員会 

からの意見等 

委員会年度 意見具申等 意見具申等に対する対応状況 

平成 15 年度 
緑化の充実を図るとともに短期で効果的

な道路ネットワークを形成すること。 

緑化等に配慮しながら道路整備を行

い、短期で効果的な道路ネットワーク形成

に努力しています。 

平成 20 年度 特になし  － 

   

その他 
－ 

 

対応方針 

(案) 

継 続

計画通り(上記計画を実施)※１ 

一部見直し(上記計画を変更)※２ 

【見直し内容】 

 

中  止 

 

対応方針案と

した理由 

本市が重点的に整備を進めている路線として、本市道路網の形成に大きな効果が期待できることから、早

期に事業完了を図る必要性があります。また、用地取得も残り僅かであり、本路線と交差する生活道路の橋

梁化工事が今年度完成する見込みであることから、本格的工事着手への見通しが立っています。以上の理

由より、事業を継続実施する必要があると判断します。 

※１：既に見直し内容が確定している場合は、こちらを選択してください。前の再評価で｢継続(一部見直し）」の事業についても、 

その見直し内容が確定している場合は、こちらを選択してください。 

※２：今後、見直しを行うことが確定している事業は、こちらを選択し、見直し内容を記載してください。 
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4
0
%

用 地 取 得 率

す る 進 捗 率

年
度
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前
回

再
評

価
内

容
と

の
比

較
 

 
 

都
市

計
画

道
路

横
浜

藤
沢

線
整

備
事

業
（

上
永

谷
地

区
 

外
１

）
 

 
前

回
（

H
1

5
、

H
1

7
、

H
2

0
）

 
今

回
（

H
2

5
）

 
５

年
間

の
経

過
 

事
業

を
巡

る
社

会

経
済

情
勢

等
の

変

化
 

隣
接

す
る

桂
町

戸
塚

遠
藤

線
が

供
用

開
始

し
、
環

状

２
号

線
や

舞
岡

上
郷

線
な

ど
の

幹
線

道
路

と
連

絡
し

、

本
市

南
部

地
域

の
交

通
の

円
滑

化
を

図
る

上
で

も
、
本

路
線

の
重

要
性

が
高

ま
っ

て
い

ま
す

。
 

隣
接

す
る

桂
町

戸
塚

遠
藤

線
が

供
用

開
始

し
、
環

状

２
号

線
や

舞
岡

上
郷

線
な

ど
の

幹
線

道
路

と
連

絡
し

、

本
市

南
部

地
域

の
交

通
の

円
滑

化
を

図
る

上
で

も
、
本

路
線

の
重

要
性

が
高

ま
っ

て
い

ま
す

。
 

横
浜

藤
沢

線
と

接
続

す
る

上
永

谷
戸

塚
線

が
、
平

成

2
0

年
に

取
り

ま
と

め
た

「
都

市
計

画
道

路
網

の
見

直

し
の

素
案

」
に

基
づ

き
、
一

部
区

間
を

廃
止

し
ま

し
た

。

・
横

浜
藤

沢
線

と
接

続
す

る
上

永
谷

戸
塚

線
が

、
平

成

2
4

年
度

に
「

都
市

計
画

道
路

網
の

見
直

し
の

素
案

」

に
基

づ
き

、
一

部
区

間
を

廃
止

し
ま

し
た

。
 

事
業

進
捗

率
 

7
1

%
（

5
7

%
）

 
6

7
%

 
＋

1
0

%
 

用
地

取
得

率
 

9
9

%
 

9
9

%
 

±
0

%
 

供
用

等
の

状
況

 
―

 
―

 
―

 

事
業

の
 

進
捗

見
込

 

未
取

得
用

地
は

、
当

該
地

権
者

が
事

業
に

反
対

し
て

お
り

ま
す

が
、
今

後
は

収
用

も
視

野
に

入
れ

た
交

渉
を

行
い

用
地

取
得

を
進

め
ま

す
。

 

ま
た

、
桂

町
戸

塚
遠

藤
線

が
供

用
開

始
し

、
そ

ち
ら

か
ら

の
工

事
が

可
能

と
な

っ
た

た
め

、
今

後
は

順
次

工

事
を

実
施

し
、
平

成
２

４
年

度
に

供
用

開
始

す
る

予
定

で
す

。
 

本
路

線
と

交
差

す
る

生
活

道
路

の
橋

梁
化

工
事

が

今
年

度
完

成
す

る
見

込
み

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
今

後
は

順
次

工
事

を
実

施
し

、
平

成
3

0
年

度
に

供
用

開
始

す

る
予

定
で

す
。

 

平
成

2
1

年
度

に
歩

道
橋

工
事

、
並

び
に

平
成

2
2

年
度

及
び

平
成

2
5

年
度

に
跨

道
橋

工
事

が
し

ゅ
ん

工
し

ま
し

た
。

 

引
き

続
き

、
本

線
の

本
格

的
工

事
着

手
を

予
定

し
て

い
ま

す
。

 

 前
回

委
員

会
で

の

主
な

意
見

等
 

特
に

な
し

 

※
 

前
回

再
評

価
か

ら
全

体
事

業
費

が
変

更
さ

れ
て

い
る

場
合

、
前

回
時

点
で

の
事

業
進

捗
率

が
変

化
し

て
し

ま
う

た
め

、
参

考
と

し
て

新
事

業
費

で
の

事
業

進
捗

率
を

（
 

）

で
示

し
た

。
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